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私たちの課題
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子ども青少年局放課後事業推進課 小学生の放課後等体験活動プログラムの充実

【事業の目的】

【事業の内容】

・小学生の放課後等体験活動プログラムの充実
子どもたちに魅力的な体験活動を充実させたい

・トワイライトでの体験活動の実施
民間企業や団体から出前プログラムを募集
各トワイライトに紹介することで、体験活動を充実させる

令和8年8月

トワイライトとは？
放課後等に小学校施設（全公立小学校259校で実施）を活用して、学年の
異なる友だちと遊び、学び、体験活動等に参加し、地域の人々と交流等を
通じて、子どもたちの自主性、社会性、創造性を育む教育事業
https://www.city.nagoya.jp/kodomo/kosodate/1009115/1034344/1009281/1034088.html

https://www.city.nagoya.jp/kodomo/kosodate/1009115/1034344/1009281/1034088.html
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・体験活動を行う地域ボランティアの担い手不足

・子どもたちが興味・関心を持って取り組める体験活動が少ない

-地域ボランティアの方々のご協力や、各運営主体による民間事業者の活用などによって、
様々な活動を実施しているが、近年、地域ボランティアの高齢化などで担い手の不足が問題
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子ども青少年局放課後事業推進課
令和8年8月

困っている事

-担い手不足の結果、内容が固定化する
-高学年が楽しめる活動が十分ではない

小学生の放課後等体験活動プログラムの充実
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民間の力を活用して、
幅広い体験活動のプログラムを実施することで、
自主性・社会性・創造性をもつ子どもたちを育む。

子ども青少年局放課後事業推進課
令和8年8月

目指す姿

小学生の放課後等体験活動プログラムの充実
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小学生がより豊かな学びや体験ができるよう、幅広い知識や
コンテンツを活かした体験学習プログラムの提供

実施条件やご要望に合わせて、実現可能な方法を一緒に組み立てます。
たとえば、次のような場合もご相談ください。
・活動場所や設備に応じて、どのような内容なら実施できるかわからない
・実施できる学校数や対象区が決まっており、対象を限定したい
・実施できる時期や期間が限られている
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子ども青少年局放課後事業推進課
令和8年8月

提案してほしいこと

▼過去実施の活動（体操講座／マナー講座／モデル・カメラマンの体験）

小学生の放課後等体験活動プログラムの充実
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【提案の具体例（過去実績）】
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子ども青少年局放課後事業推進課
令和8年8月

・トヨタヴェルブリッツによるラグビー体験講座

・花王による歯みがき講座

・中京病院による救命活動を学ぶ講座

▼過去実施事例

小学生の放課後等体験活動プログラムの充実

体を動かす活動、職業体験、ゲーム形式の遊びなど、家庭では体験できないプログラムを募集！！
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子ども青少年局放課後事業推進課
令和8年8月

協力企業・団体による活動プログラム一覧を、本市から運営主体を通じて各トワイライトへ案内します。
その中から、各トワイライトで実施したいプログラムを選択いただき、申し込みをします。
協力企業・団体の受講可能な校数を超えた場合は、本市にて抽選を行い、その結果をご連絡します。

小学生の放課後等体験活動プログラムの充実

実施の流れ（例）
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子ども青少年局放課後事業推進課
令和8年8月

名古屋市と共創するメリット

メリット① メリット② メリット③

地域貢献企業としての
ブランド価値向上

サービス改善・商品開発の
機会創出

・体験活動プログラムの
効果検証

・全国へ横展開

・子どもたちの反応や行動から「生の声」を獲得。
マーケティングとして商品開発や改良に活用。

・貴社商品やサービスを子どもたちに提供し、プレゼン資料などに活用。
・地域と密接なトワイライトだからこそ新たな地域とのつながりを創出し、
子どもたちや保護者への企業や商品サービス認知も拡大。

小学生の放課後等体験活動プログラムの充実
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子どもたちのやってみたいを引き出す
【目指す姿】

民間の力を活用して、
幅広い体験活動のプログラムを実施することで、
自主性・社会性・創造性をもつ子どもたちを育む。

【困っている事】

・体験活動を行う地域ボランティアの担い手不足
・子どもたちが興味・関心を持って取り組める体験活動が少ない

【提案してほしいこと】

・小学生がより豊かな学びや体験ができるように、
幅広い知識やコンテンツを活かした体験学習プログラムの提供

子どもたちの未来を一緒につくりましょう！

【まとめ】
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子ども青少年局放課後事業推進課
令和8年8月

小学生の放課後等体験活動プログラムの充実
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